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蕊 方の要素の応力強度比が１を超えた．800Ｎで骨折解析は終了し，完全破断は800-1000Ｎで生じると解析された．症例Ｄ：椎体後側方で応力強度比の上昇を認めた1800Ｎで椎体後方の応力強度比が１を超えた．3000Ｎで骨折解析は終了し，完全破断は3000-3300Ｎで起こると解析された．【考察】症例Ａ，Ｂのように魚椎，模状椎のような椎体変形のない症例では，垂直圧縮荷重を加えることによりまず椎体前面での応力が上昇して同部が骨折し，次いで椎体上面前方の応力が上昇して，その部位が骨折する．その結果模状椎変形が生じると推定される．椎体前方に応力が集中する理由は，椎体後方には椎弓根が両側に存在し，椎体後方を椎弓根が支えるような構造をとることで，椎体後方が力学的に強くなるためと考えた．椎骨には圧縮荷重によりまず模状圧迫骨折が生じやすいという実験結果は，臨床的に骨粗議性椎体骨折の大部分が模状となることと合致している．また，症例ｃやＤのような骨癒合後の模状椎や魚椎を呈している椎体では，椎体後側方で応力強度比が上昇し，同部位に骨折が発生する．これは，椎体前方の圧潰により前方成分の骨密度値が大きくなっているため，力学的にも特に前方が強くなり，椎体後方での骨折が生じると推察される．しかし症例Ｄにおいては骨粗議症が存在している|こもかかわらボｊ完全破断が生じるために3000-3300Ｎもの荷重を要した．これは骨折により椎体が圧縮することで，椎体全体の骨密度値が大きくなり，椎体の力学的強度が上昇したためと考えた．－椎体が骨折し，その椎体が力学的に強くなると，力学的により弱い，隣接椎体を含む他の椎体に骨折が起こりやすくなると推察できる．また症例Ｃは完全破断が生じるために800-1000Ｎの荷重しか要しなかった．この症例のように骨密度の極端に低い症例では，その椎体でさらに椎体変形が進行すると推察できる．【結論】変形のない腰椎椎体に新鮮骨折が生じる際には，模状圧迫骨折の形態をとりやすい．－椎体が骨折すると)その骨折椎体は力学的に強くなるので，隣接椎体
を含む他椎体の骨折の発現に注意しなければならない．霞
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